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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和４年６月２日（木）  

 

２ 確認箇所 

  Ｅタンクエリア 

 

３ 確認項目 

Ｅタンクエリアのフランジ型タンクの残水移送作業の状況 

 

４ 確認結果の概要 

Ｅタンクエリアのフランジ型タンク解体作業において、一部のタンクに底

部残水（ＲＯ濃縮水）のα核種濃度が高いことが確認されたため、漏えいの

リスクを低減するために、タンク内の残水やスラッジの移送作業が進められ

ていることから、その状況を確認した。（図１）（前回確認：令和４年５月

１２日） 

なお、当該エリアでは、今回確認したＤ１・Ｄ２タンクを含む３基を除く

４６基のフランジ型タンクの解体が完了している。 

 

・現地確認の結果、前回確認時（令和４年５月１２日）との主な変更点

は、Ｄ２タンク下部側面に新たなハウスが設置されていたことと、前回

確認したＤ２タンクの上部の骨組み部分は、フィルターを設置するため

のハウスとなっていた。（写真１、２） 

・東京電力では、Ｄ１・Ｄ２タンクの解体にあたり、残水の移送、底部の

スラッジ回収（Ｄ１のみ）、内部の洗浄を行うとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図１）福島第一原子力発電所構内概略図  

http://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/517168.pdf
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（写真１－１） 

Ｄ１、Ｄ２タンクエリア概観 

（北東側から令和４年５月１２日撮

影） 

 

（写真１－２） 

Ｄ１、Ｄ２タンクエリア概観 

（北東側から令和４年６月２日撮影） 

 

 

（写真１－３） 

Ｄ２タンク下部側面に新たに設置され

たハウスの近影 

（令和４年６月２日撮影） 

 

（写真２－１） 

Ｄ２タンク上部の状況（北側から令和

４年５月１２日撮影） 

 

（写真２－２） 

Ｄ２タンク上部の状況（北側から令和

４年６月２日撮影） 

 

５ プラント関連パラメータ等確認 

  本日確認したデータについて、異常な値は確認されなかった。 
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